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研究成果の概要（和文）：山梨県山中湖村、岩手県西和賀町、福井県大野市、宮崎県山間部を調査地として、自
然資源の採取および加工について、映像を中心に記録した。新規に取得した記録と既存の文献による記録を比較
する中で、記録方法とそのアーカイブ方法の妥当性を検討した。映像記録は、撮影中にインフォーマントへの適
切な問いかけを交えることにより、より効果的にインフォーマントの行動規範やノウハウを伝える素材となる。
行動規範やノウハウを効果的に示す記録は、持続可能な資源利用に基づく地域発展に寄与する可能性がある。自
然体験に乏しい子供を対象にした地域文化の継承にも応用しうるが、その詳細な検討は今後の課題となる。

研究成果の概要（英文）：Various types of records including video on foraging activities in forest 
and processing of natural resources were collected in four different regions in Japan. Investigating
 appropriacy of methods of recoding and archiving, it is found out that video records can be an 
effective method to tell other norms and knowhows during foraging, especially when recorders give 
some appropriate question to informants while recording. Such records can contribute to local 
developing based on sustainable resource use. Also, these can contribute to succeeding local culture
 to children, who don’t have enough experience in nature. However, this issue should be 
investigating in the future.

研究分野： 植物・菌類民俗、森林&#8212;人間関係学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、地域文化・社会に貢献する学術記録のあり方として、既存の文書形式と比較し、映像記録の強みと弱
みを明らかにした。また、本研究を遂行する過程で、これまで自然資源採取について民俗記録が乏しかった地域
において、貴重な一次記録を得た。
本研究において採録および収集された資料は、地域の住民や行政機関と連携して、活用の実践が試みられてお
り、この実践を通じて、より効果的な採録方法がブラッシュアップされつつある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 市場経済を重視することによる経済成長は、一面で地方社会の行き詰まりと画一化をもたら
してきた。こうした傾向に早くから気付き、警鐘を鳴らした先学に「地域主義」を主張した玉野
井（1976）や「内発的発展論」の鶴見（鶴見・川田 1989）がある。こうした主張に共通するの
が、地域が持つ自然･文化（風土）の固有性と地域社会形成におけるその活用である。近年、こ
うした地域固有性は、生態系サービスを適切に管理する上での知識（TEK: Traditional 
Ecological Knowlegde あるいは ILK: Indigenous and Local Knowlegde など）として（日本の
里山・里海評価 2010）、あるいは、国が主導する「地方創生」政策の中で、ますます注目される
ようになっている。また、ローカルであること、スローであることを重視して地域住民が主体的
にかかわる「フットパス」のようなツーリズム創出の動きが各地で活発に行われるようになった
（神谷 2014）。 
 研究代表者はこれまで、高度経済成長や林業の低迷から森林と人間の関係性が希薄化してい
く中で、緊密な関係性をはぐくむものとして、林野における資源採取（特に山菜・キノコ採り、
欧州においてはベリー採取）の研究に携わってきた。地域における自然資源採取活動は、地域固
有の自然環境および文化・技能に規定されるという点で、地域の固有性を色濃く示すものとして
捉えることができる。また、マイナーサブシステンス（松井 1998）特有の低投資かつ技術的障
壁の低さゆえに容易に従事しうるという性格から、地域の特色を活かした活動として今後の地
域づくりに大いに活用しうるものであると考えられる。ところが、こうした採取対象の林野資源
は、山村経済を振興する観点から「特用林産物」として、栽培化による生産振興の努力が続けら
れた結果、その高い生産技術は、すでに山村地域の強みを活かすものではなくってきている（齋
藤 2015）。 
 地域住民主体によるローカルなツーリズムに採取資源を活用するならば、それは単なる商品
としてではなく、地域に備わってきた知識・技能・文化をも含めて活用することになり、自然資
源の付加価値をより高め、地域の活性化に大きく寄与するだけでなく、積極的な地域資源管理に
発展することが期待できる。しかしながら、特に卓越した採取技能およびその採取物の加工技能
をもつ者は高齢化し、かつ少数となり、新たに資源を活用する世代への継承が課題として立ちは
だかっている。 
 自然と関わる民俗は、主に民俗学や文化人類学において一定の蓄積があるが、調査が行われて
いない地域あるいは採取活動は極めて多い。また、先学の残した記録の多くは、テキストによる
ものが中心であり、それを活用したい地域住民が必ずしもアクセスしやすい情報源ではない、在
地知識・技能にはテキストでは表現しがたい態様が多々ある、といった難点が指摘できる。すな
わち、どのような方法で記録を作成し、それをどのように提供するのか、という課題も同時に解
決することが求められている。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、自然資源利用をめぐる地域固有の知識・技能を、有効に地域の将来世代に継承する
方法を、その記録から活用まで総合的に検討することを課題とした。 
 この研究課題に取り組むために、以下の研究目的を設定した。 
①自然資源の採取および利用に関わる記録を、音声、映像、地理情報など様々な記録方法（技術）
を用いてとる。テキストでは十分に伝わらない知識・技能がどのようなものであり、どのような
記録方法において有効に記録されるかを明らかにし、伝達可能なものとなるかを検討する。 
②地域社会における知識・技能伝承や、産物の販売等を通じた地域振興にとって、有効な活用方
法はどのようなものであるか検討する。 
③さらに、地域住民による活用可能性をより高めるために、①および②の方法論を詳細にブラッ
シュアップする（①’、②’）。このことによって、地域住民が活用することを念頭に置いた自然
資源採取・利用を記録し、継承する一連の方法論について、実践的な一定の指針を示すことを目
指す。 
 
３．研究の方法 
＜フィールドの設定＞ 
 本研究における事例地は、各作業工程の検討の質を高めるため、複数設定した。特に、研究代
表者の勤務地が所在する山梨県山中湖村をコア･フィールドとする。山中湖村では、すでに地域
づくりの任意団体でフットパスの整備などに取り組む「山中まちづくり委員会」、「一般社団法人
山中湖エコミュージアム推進事業団」、地域の入会地管理団体である「富士吉田市外二ヶ村恩賜
県有財産保護組合」等との連携を軸に研究目的の遂行を集中的に行い、ここで得られたノウハウ
を活用して、他事例での連携先との関係構築および作業工程の遂行を行った。 
 コア･フィールド以外の事例地は、資源採取の文化地理的バラエティ（齋藤 2006）を考慮し、
東北地方、北陸地方、南九州地方に設定した。東北地方では、研究代表者が調査地としてきた岩
手県西和賀町を事例地とする。北陸地方では、2015 年より地域の自然資源活用に焦点を当てて
本格的に活動を始めた和泉源流プロジェクトがある福井県大野市を事例地とした。南九州地方
は、世界農業遺産に認定され、地域の固有資源の活用の気運の高い宮崎県山間部を設定した。 
＜地域社会との協力体制＞ 
本研究の作業工程を遂行するにあたって、事例地において実践的な検討をするために地域づく



り団体等との連携・協働を模索し、構築する。研究代表者の勤務地でもあるコア・フィールドで
は、すでに諸団体との連携の素地があるが、東北地方、北陸地方、南九州の事例地においては、
コア・フィールドでの経験を生かし、連携相手を探索し、関係構築を試みた。連携が可能となっ
た団体と、記録の活用方法について、実践を交えつつ検討した。 
 
４．研究成果 
1）記録の採録 
＜各調査地での記録の成果＞ 
 コアサイトとする山中湖村において、広大な入会地でのワラビ採取の様子、および地域特有の
サンショウをすりつぶす調理法に焦点を当て、映像記録を採録した。また、周辺地域では見られ
ない木の実の利用として、クサボケに着目し、その加工・利用方法について映像として採録した。
また、クサボケの利用は一部の中高齢者に利用が限られるようになり、また、採取地も狭まって
いる事情があることから、「山中まちづくり委員会」と共同してクサボケ増殖のための接ぎ木講
習会を企画し、その一連の技法について映像による採録を行なった。コアサイトにおけるこれら
の記録は、先行文献（上村 1979、吉田 2004 など）では詳細にされていなかった、採取戦略のあ
り方や、利用方法の内実について、映像記録とすることによって詳細に残すことができた。 
 東北地方の調査地である岩手県西和賀町では、長らく付き合いがあり、信頼関係の構築された
インフォーマントの採取行動を長時間にわたって GPS データおよび映像として記録することが
できた。特に映像記録は、調査者が記録中に問いかけを発することで、それに応えるインフォー
マントの規範意識などを引き出す形での映像記録を得ることができた。 
 北陸地方の調査地である福井県大野市では、山村の特産物として天然の採取物、またその加工
品を売り出したいという現地協力者のニーズが前提にあったことから、当地で利用されていな
いが利用可能性のある資源について、また、採取にたけている採取者の採取行動を写真および動
画にて採録を行なった。また、古老への聞き取り調査を行った。その結果、当該地域の郷土史等
で記載されていない資源の存在および利用法について記録でき、また、売り物として山菜・キノ
コが採取される場合の質を高める採取技法について、映像および、映像中のインタビューによっ
て技能伝承に有益な記録を取ることができた。 
 南九州の調査地である宮崎県山間部では、野生キノコと山菜やカワノリ採取に関する民俗調
査をおこなった。野生キノコに関しては、採りの背景となっていた森林環境が人工林化などの影
響により、かつてとは大きく変わってしまっているため、また、地域によってはシイタケ栽培の
導入に伴い野生キノコ利用が数十年前にほぼ途絶えてしまっているため、聞き取りによる情報
収拾が中心となったものの、これまで空白に近かった照葉樹林帯でのキノコ民俗について、現地
での記憶が失われる前に貴重な情報が得られた。山菜やカワノリを現役で頻繁に採取している
住民を探し出すことができ、その採取過程を映像記録として採録することができた。特に、焼畑
が現存する地域において、焼畑休閑林と山菜採取の関連性があること、またそれに関する民俗知
が存在していることを明らかにしたことは、重要な成果である。 
＜記録方法による伝承可能な要素の検討＞ 
 本研究では、映像記録を軸としつつ、採取行動の GPS データ記録、写真による記録、従来的な
聞き取り調査によるテキスト記録を実施し、かつ既存の主流な情報媒体である書籍等と比較し
て記録方法やアーカイブの仕方により、どういった内容が有効に伝えうるかを検討した。その結
果、以下のような知見に到達した。 
①記録形態としての動画：採取行動の一部始終をビデオで記録し、特に、問いかけを発しつつ記
録を継続することで、文章化の難しい知識や技能、規範意識・行動様式について直感的に伝える
ことが容易になることがわかった。特に、信頼関係の堅いインフォーマントに対して行なった岩
手県での記録映像では、インフォーマントが持つ知識について、編集過程を通じてより掘り下げ
て知ることができた。対象資源およびその生育環境に関する「生態知」が地域の自然資源の持続
的利用に貢献する可能性が多くの先行研究によって指摘されてきたが、この事例では、競合する
他者の行動や、地域社会の中での自身の評判を配慮する「社会知・人文知」と呼べるものが、持
続的かつ採取従事者にとって実り多い採取の技法に働いていることが明らかになった。同時に、
こうした側面を取り上げた映像記録は、公開することの弊害はなく、むしろ地域資源の活用とそ
の保全のために有益であると考えられた。一方で、植物種などの判別や、オンデマンド（非伝承
者が知りたいところだけ取り出そうとすること）での情報提供は不得手である。 
②文章と画像、位置情報の特性：文章はあらゆる事象を表現しうるが、身体的な感覚に基づく知
識や行動を的確に表現することは困難である。写真画像あるいは絵画は植物種などの判別にお
いて最も強みを発揮する。しかし、一方で類似種との判別が重要になる場合（一方は有毒という
場合など）において、その差異を効果的に記録するのには、撮影技術に熟練を要する。特に撮影
技術の訓練を受けていない者は、複数の角度から対象物を撮影し、３D画像として合成する手法
が有効となる可能性がある。GPS データによる位置情報の記録は極めて正確で、伝承においても
威力を発揮すると考えられるが、非伝承者の装置利用可能性によって、全く無意味な情報となり
うる。採取現場において、GPS データを可視化する手段がないあるいは失われてしまった場合は、
むしろ、沢や地点に関する個別名称などが伝承されていることの方が役に立つ。テキストや図面
に関しては、冊子や資料として編集されていれば、利用者が必要に応じて一部分の情報を取り出



して活用する（オンデマンド）の利便性に優れる。 
③アーカイブの方法：インターネット上の記録媒体を用いれば、どの記録形態によるものも誰も
が閲覧可能なものとして提供が可能である。特定の地域がわかる形で映像記録や GPS データが
無制限に公開された場合、資源を目当てにした来訪者による乱獲や地域住民の財産への侵害行
為も懸念される。映像記録の強みである規範的行動を主題とするものは、オープンな形でのアー
カイブも許容されるが、地域や資源の存在が詳細に特定されるものは、地域内の公共施設等でア
ーカイブされ、限定的に伝承利用に供されるのが望ましい。 
2）地域における活用 
＜各調査地での連携＞ 
 コアサイトとなる山梨県山中湖村では、「山中まちづくり委員会」「一般社団法人山中湖エコミ
ュージアム推進事業団」と連携し、林野資源の採取・加工に関する記録の提供を行い、フットパ
スイベント等を通じた地域性の演出に情報が活用された。こうした実践課程から、地域おこしの
素材として記録を活用する場合、その地域文化の固有性やストーリー性を物語るような記録を
取ることの重要性が指摘できる。また、山中湖村を包含する入会地管理団体「富士吉田市外二ヶ
村恩賜県有財産保護組合」による森林学習施設での展示内容について、資料提供による協力を行
った。期間内に完了することはできなかったが、どのような素材がどのように加工し、展示物と
して活用するのかについて、引き続き、連携しながら検討する予定である。 
 福井県大野市では、地域振興を担う現地協力者と、一連の資源採取および利用過程に関する映
像記録を共有し、その記録の活用方法を検討した。山林資源の活用を図る立場からは、「コツ」
が必要とされる加工過程や、品質を高めるような採取方法を地域住民に周知する媒体として映
像記録が有効であることが示唆された。一方で、上述のように、対外的な情報提供は、資源の過
剰採取を招く懸念も大きいことが確認された。また、記録された内容を元に、山菜やキノコを商
品として持ち込む地元住民に、商材としての質を高めるための基準やコツについて示した資料
を作成して配布・活用した。また、期間内に実現には至らなかったが、オンラインストア等にお
いて採取行動に関する動画を、倫理的な消費に価値を感じる消費者層に訴求することに応用す
る手法について現地協力者と検討を行った。 
 宮崎県山間部では、地域の教育行政担当者と、意見交換する機会を持ち、次世代への教育に山
野の資源採取・利用をコンテンツとして盛り込むことの意義と可能性を確認した。期間内には実
施することはできなかったが、学校教育における継承について、どのような情報・記録が有用で
あるのかを、引き続き検討していく予定である。 
＜活用の観点からの記録方法の再考＞ 
 採取行動における映像記録は、採取者の行動規範やノウハウをより伝承しやすい形で記録す
る事ができる。こうした知識・技能が記録されることは、地域における持続的な資源利用の継続
に貢献しうる。同時に、こうした記録は、採取された産物を流通させる際に倫理的な消費を支持
する消費者層に訴求しうる広告素材として活用しうることも見えてきた。本研究期間内では実
現できなかったが、この試みが、より高付加価値で採取産物を販売することにつながること、ま
た持続性を意識した採取行動自体が商品価値として評価されることで、採取量が持続可能な水
準内でとどまることに貢献する可能性がある。このように、映像記録を撮る上で、採取者の行動
規範を記録にとどめることは非常に重要であるが、そのためには、効果的にそれが理解でき、伝
わるような記録方法を工夫する必要がある。本研究では、現地でインタビューを交えながら映像
記録を撮るという手法が一定の効果をもたらしたと考えられた。 
 地域おこしのために、採取される自然資源や加工物を活用する場合、その利用文化の固有性を
示す事が求められる場合がある。そうした場合、単に映像記録を採るだけでは不十分であり、既
存の文献記録などを参照することによって、固有性を示す必要がある。 
 本研究期間では十分に検討できなかったが、公教育等で想定される若年層への知識伝承を目
的とした場合、必要とされる要素について明らかにする事が重要となる。それに応じて、適切な
記録方法を検討することは今後の課題となる。 
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